
１　基本方針

　本市の魅力ある「さいたま文化」の創造・発信を目指し、文化芸術活動の振興を図り
ます。
　また、市民の声・地域の声を受け止め、市民との協働や市民活動を促進し、地域、事
業者、行政が連携を図りながら、「安心・安全」に暮らせる地域社会の実現を目指すと
ともに、市政の最前線基地である市民に身近な区役所を起点に、各区の個性を生かした
まちづくりを推進します。

２　平成22年度の主な取組

(１)　市民と行政の対話を深め、地域の多様な市民活動を支援し、協働のまちづくりを
　　進めます。
　　①　市民の声、地域の声を市政に反映していくため、市長によるタウンミーティン
　　　グを計20回(各区年２回)開催します。
　  ②　パブリックコメント制度の実施案件の平均意見提出件数を平成20年度の51件か
　　　ら100件に倍増にします。
　　③　コミュニティ活動・市民活動を促進していくため、コミュニティセンターは、
　　　市民ニーズに合った機能の充実に努めます。また、武蔵浦和駅前の公共棟に設置
　　　置する区役所・コミュニィセンターについては、平成24年度供用開始に向け、準
　　　備を進めます。
　  ④　地域グリーンニューディール基金を活用して、西部文化センターに太陽光発電
　　　設備及びＬＥＤ照明設備工事を実施します。
　　⑤　地域社会の発展につながる市民の自主的な活動を支援するため、マッチング
　　　ファンド制度を創設します。
(２)　さいたま文化の創造・発信を目指すとともに、文化芸術の振興を図ります。
　　①　文化都市創造条例を制定します。
　　②　建設事業費の１％を文化芸術事業費に配分する仕組みを検討します。
　　③　さいたま文化の文化芸術活動の支援を推進します。
　　④　大宮盆栽美術館の適切な管理運営に努め、盆栽文化に関する調査研究、展示、
　　　講座等の事業を展開し、盆栽文化の振興を図ります。
　　⑤　(仮称)岩槻人形会館の整備に向け、管理運営実施計画、建設工事等を実施しま
　　　す。
(３)　安心・安全に暮らせるまちづくりの実現を目指します。
　　①　刑法犯認知総数４％削減に向け、地域防犯活動を推進します。
　　②　交通安全施設を効果的に設置し、交通事故防止を図ります。
　　③　地球温暖化対策を推進するため、ＬＥＤ道路照明灯を1,000灯設置します。

市民局　平成22年度局運営方針(案)
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(４)　区における総合行政の推進を目指します。
　　①　区政運営の目標・取組姿勢や、区まちづくり推進事業などを明確化した「区長
　　　マニフェスト」を作成し、市民と協働のもと、区の個性を生かした魅力あるまち
　　　づくりを推進します。
　　②　緑化推進のシンボルフラワーとして、全10区で「区の花」を制定します。
　　③　職員一人ひとりが身近な区役所の顔として自覚と責任感を持ち、親しみやすく、
　　　利用しやすい「明るい区役所づくり」に取り組みます。
　　④　繁忙期である４月初めと３月末の土日に区役所窓口を開設します。
　　⑤　区役所サービスの向上・市民満足度アップを図るため、区役所のあり方(役割
　　　・分担・機能など)を、市民の参画する区役所あり方検討委員会により見直しま
　　　す。
(５)　環境に配慮した取り組みを行います。
　　①　地域グリーンニューディール基金を活用して、電動アシスト付自転車を全10区
　　　に導入します。
(６)　公共施設の整備を推進します。
　　①　平成24年の南区役所の移転に向けて、武蔵浦和駅第１街区公益施設等の、保留
　　　床を取得します。(南区役所部分7,941㎡、駐車場部分3,114㎡)
　　②　中央区役所庁舎(本館・別館)の耐震化を推進します。(平成22年度耐震設計
　　　実施)
(７)　消費生活における市民の安心・安全を確保するため、消費生活行政の強化を推進
　　します。
　　①　消費生活相談のサービス向上を図るため、日曜電話相談を開始します。
　　②　消費者被害の未然防止のため、若年者向け講座用教材(ＤＶＤ)を作成し、啓発
　　　事業を充実します。
　　③　市民の消費者意識の高揚を図るため、消費者団体との協働事業(パネルディス
　　　カッション・ワークショップ等)を開催します。
　　④　多重債務者問題を庁内が連携して解決するため、職員研修会の開催及び啓発チ
　　　ラシ等の作成を行います。
(８)　男女共同参画社会の実現を目指します。
　　①　男女共同参画の推進を図るため、男女共同参画社会情報誌を年２回市内全戸に
　　　配布し、市民の意識啓発を行ないます。
　　②　平成20年施行の改正ＤＶ防止法に基づき、市の基本計画を策定します。
　　③　男女共同参画推進センター等において、引き続き相談業務や学習・研修事業を
　 　　推進します。

３　市民局予算額 （単位：千円）

9,415,277 11,469,923 2,054,646
増　　減平成22年度当初予算額平成21年度当初予算額
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４　市民局主な事業の概要

　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額

<倍増プラン>

防犯対策事業 32,460 　地域防犯活動を推進し、安心、安全な住みよい地

(交通防犯課) 域社会を実現する。 

<内容>

・防犯活動、啓発活動経費

・地域防犯活動助成金等

<事業概要>

・公用車による青色防犯パトロール

　各区の職員による市内巡回

・地域防犯ステーションの運用

・地域防犯活動への支援

<倍増プラン>

254,000 　交通事故防止を図るため、道路照明灯、道路反射

維持管理事業 鏡等を設置するとともに、地球環境に配慮し、ＬＥ

(交通防犯課) Ｄ照明灯を設置する。

<内容>

・道路照明灯設置工事<倍増プラン>

　　1,400灯(うちＬＥＤ照明灯1,000灯)

・道路反射鏡設置工事　400基

・路面標示等設置工事

摘　　　　　　　要事　業　名

交通安全施設設置及び
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<拡大><倍増プラン>

マッチングファンド事業 17,822 　市民の資源(寄附・労力・自己資金)と同額の市の

(コミュニティ課) 資源を出し合って造成する基金を活用して、市民活

<財源構成> 動を支援する。

①財産収入 1 <内容>

②寄附金 4,000 ・市民の資源(寄附等)及び同額の市の拠出による基金へ

③繰入金 8,125 　の積立

④一般財源 5,696 ・基金を財源とする助成事業の実施等

<事業計画>

・平成22年３月基金設置予定

・平成22年４月助成事業開始

　一般助成事業：補助限度額　100万円　７事業予定

　団体希望助成事業：７事業予定　

<倍増プラン>

タウンミーティングの開催 1,395 　市長と市民が直接対話をする機会となる「タウン

(コミュニティ課) ミーティング」を毎年度各区２回開催する。

<事業計画>

・平成22年４月～　全10区で開催

・平成22年10月～　全10区で開催

<対象>

・公募及び地域活動団体等からの参加者
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<新規>

(仮称)武蔵浦和コミュニ 610,000 　武蔵浦和駅第１街区内に建設される公共施設棟の

ティセンター整備事業 ８階、９階にコミュニティセンターを整備する。

(コミュニティ課) <内容>

<財源構成> ・保留床取得

①国庫支出金 197,700 <事業計画>

②市債 288,600 ・平成22年度　保留床取得(用地費分)

③一般財源 123,700 ・平成23年度　保留床取得(工事費分)

・平成24年度　開設

<新規>

南区役所等整備事業 1,380,000 　武蔵浦和駅第１街区内に建設される公共施設棟の

(区政推進課) ４階から８階に南区役所、施設利用者用の駐車場

<財源構成> (別棟)を整備する。

①国庫支出金 126,200 <内容>

②市債 877,600 ・保留床取得

③一般財源 376,200 <事業計画>

・平成22年度　保留床取得(用地費分)

・平成23年度　保留床取得(工事費分)

・平成24年度　開設
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<新規><倍増プラン>

区役所あり方見直し事業 594 　学識経験者、市民代表者、市職員等により構成さ

(区政推進課) れる｢区役所のあり方検討委員会｣において、区役所

が果たすべき役割・機能や業務、組織のあり方など

の見直しを行う。

<事業計画>

・平成22年２月　　区役所のあり方検討委員会設置

・平成22年度　　　役割・機能等の検討

・平成22年度以降　順次見直し

区まちづくり推進事業 1,395,215 　区民と協働して、各区の個性を生かしたまちづく

(区政推進課) りを推進する。

<内容>

・まちづくり基本経費

　区民会議・コミュニティ会議等の経費

　【新規事業】区長マニフェストの作成

・まちづくり事業経費

　区民と協働して行う特色ある事業に要する経費

　【新規事業】花と緑のまちづくり推進事業

・区民満足度アップ経費

  道路、交通安全施設等の緊急修繕等に要する経費
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<拡大>

消費生活安全事業 15,202 　市民生活の安心安全を確保するため、相談業務の

(消費生活総合センター) 拡充、相談窓口の機能及び啓発活動等の強化を行う

<財源構成> とともに、多重債務者問題対策を強化する。

①県支出金 14,174 <内容>

②諸収入 14 ・日曜電話相談の開始

③一般財源 1,014 　(平成22年４月実施予定)

・センター機能の強化、啓発事業等

・多重債務者問題対策

　職員研修会の開催(５月予定)

　啓発用チラシ、ポスターの作成

<新規><倍増プラン>

文化都市創造条例制定事業 174 　総合的かつ持続的な文化芸術振興を図るため、

(文化振興課) 文化都市創造条例を制定する。

<内容>

・条例検討委員会による検討

<新規><倍増プラン>

 文化芸術事業費配分事業 174 　建設事業費の１％を文化・芸術のまちづくりのた

(文化振興課) めの事業に充てる仕組みを構築する。

<内容>

・検討委員会による検討
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<拡大>

1,418,961 　地域資源である人形文化を保存・伝承するととも

事業 に、内外に発信するため(仮称)岩槻人形会館を整備

(文化振興課) する。

<財源構成> <内容>

①国庫支出金 43,000 ・埋蔵文化財発掘調査

②市債 1,233,900 ・用地取得

③一般財源 142,061 ・施設建設工事

・管理運営実施計画策定

<事業計画>

・平成22年度　発掘調査、建設工事

・平成23～24年度　建設工事、開設

<施設概要>

・建 設 地　岩槻区太田２丁目268－４外

・延床面積　約2,000㎡

<継続費①埋蔵文化財発掘調査>

<継続費②施設建設工事>

<新規>

男女共同参画推進事業 4,000 　第２次さいたま市男女共同参画のまちづくりプラ

(男女共生推進課) ンに基づき、男女共同参画社会の実現を目指す。

<内容>

・ＤＶ防止法に基づく基本計画の策定

(仮称)岩槻人形会館整備

国庫支出金 地方債 その他 一般財源
30,000 30,000
45,000 45,000
75,000 75,000

財源内訳

21

年度 事業費

22
計

国庫支出金 地方債 その他 一般財源
141,400 0 134,300 0 7,100
848,400 0 805,900 0 42,500
424,200 0 402,900 0 21,300

1,414,000 0 1,343,100 0 70,900

事業費 財源内訳年度

22
23
24
計
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